
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

二
八
六

「大
記
」

の
五
重
海

印
説

に

つ
い
て

佐

藤

厚

一

は
じ
め
に

朝
鮮
華
厳
思
想
の
発
達
は
、
そ
の
初
祖
で
あ
る
義
湘

(六
二
五
―
七
〇
二
)
の
著
作
で
あ
る

『
一
乗
法
界
図
』
(以
下

「法
界
図
」

と
略
称
す
る
)
の
注
釈
の
歴
史
と
も
言
い
換
え
ら
れ
よ
う
。
『
法
界
図
記

叢
髄
録
』
(以
下

『叢
随
録
』
と
略
称
す
る
)
も
、
そ
の
よ
う
な
注
釈
の

一

つ
で
あ
る
が
様
々
な
注
釈

の
集
成
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
成

立
は
高

麗
時
代
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
主

た
る
注
釈

で
あ

る

「
法

記
」
、
「
真
記
」
、
「
大
記
」
は
新
羅
代

の
成
立
と
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
高

麗
の
均
如

(九
二三

―
九
七
三
)
に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
わ
か

っ
て

い
る
。

故
に

『叢
髄
録
』
の
検
討
は
朝
鮮
華
厳
思
想
史
を
解
明
す
る
上

で
重
要

で
あ
る
。
小
論
で
は
そ
の
中

の

「大
記
」
を
取
り
挙
げ
、
そ
の

中
心
思
想
と
考
え
ら
れ
る
五
重
海
印
に
よ
る

『
法
界
図
』
解
釈
と
そ
れ

に
付
随
す
る
教
学
的
問
題
に
着
目
し
、
独
自

の
果
上
現

の
法
門
を
構
築

し
た
朝
鮮
華
厳
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二

五
重
海
印

海
印
三
昧
は
華
厳
教
学
の
中
で

『華
厳
経
』
の
所
依

の
三
昧
と
し
て
重
視
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
海
印
三
昧

に
関
す
る

所
説
、
す
な
わ
ち
海
印
論

の
発
展
が
朝
鮮
華
厳
思
想
の
特
徴
で
あ
る
こ

と
は
木
村
清
孝
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
問
題
に
し
よ
う
と
す
る

「大
記
」
も
そ
の
よ
う
な
海
印
論

の
一

つ
、
五
重
海
印
を
中
心
と
す
る
。
そ
れ
は
、
①
忘
像
海
印
、
②
現
像
海

印
、
③
仏
外
向
海
印
、
④
普
賢
入
定
観
海
印
、
⑤
普
賢
出
定
在
心
中
及

現
語
言
海
印
の
五
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
華
厳

の
法
門
が
ビ

ル
シ
ャ
ナ
仏

の
自
内
証
の
世
界
か
ら
立
ち
現
わ
れ
、
普
賢
が

そ
れ

を
定
内

で
感
得

し
、
出
定
し
た
後
そ
れ
を
説
示
す
る
と

い
う
、
『華
厳
経
』
初
会

の
様

相
を
五
つ
の
段
階
で
捉
え
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「大
記
」
に
よ
れ
ば
五
重
海
印

の
成
立

は

智
儼

(六
〇
二
―
六
六
八
)

に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
智
儼
の
文
献
に
は
現
わ
れ
ず
智
儼

作
を
断
定
は
で
き
な
い
。
し
か
し
重
要
な
の
は
朝
鮮
華
厳
が
こ
れ
ら
海

印
説
を
智
儼
作
と
し
て
重
要
視
し
伝
承
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三

『
法
界
図
』
と
五
重
海
印

「大
記
」
は

「法
性
円
融
無
二
相
」
か

ら
始
ま
る

『
法
界
図
』
の
七
言
三
十
句
に
五
重
海
印
を
相
当
さ
せ
る
と

と
も
に
、
そ
こ
に
機
根
論
や
教
判
論
も
盛
り
込
ん
で

一
つ
の
体
系
を
構

築
す
る
。
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図
中
、
『法
界
図
』
の
三
〇
句
を
挟
ん
で
上
段
が
義
湘
自
身

の
科
文
、

下
段
が

そ
れ
ぞ
れ
五
重
海
印
、
機
根
、
教
と
な
る
。

義
湘

の
科
文
と
五
重
海
印
と
を
見
る
と
両
者
が
対
応
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
義
湘
の
科
文
も
自
利
行
、
利
他
行
、
修
行
者
方
便
及
得
益

と
い
う
構
成
で
あ
り
、
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
の
自
内
証

の
境
界

か
ら

利
他

へ
、
そ
れ
を
感
得
、
修
行
し
、
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
の
境
界
に
入
る
こ
と
を

説
い
て
い
る
。
五
重
海
印
で
は
こ
の
中
の
最
後

の
得
益

の
部
分
こ
そ
説

か
れ
て

い
な
い
が
同
様

の
流
れ
を
持
つ
こ
と
は
前
に
見
た
と
お
り
で
あ

る
。
言

う
な
れ
ば
五
重
海
印
は

『
法
界
図
』

の
三
〇
句

の
構
造
を
別
の

形
で
表
現
し
た
も

の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

四

機
根
論
と
教
判
論

ま
ず
機
根
論
で
あ

る
が
、

こ
れ
も

『華
厳

経
』
の
文
脈
に
沿

っ
た
形
で
説
か
れ
る
。
忘
像
海
印
と
現
像
海
印
に
お

い
て
は
機
根
を
提
示
し
な
い
が
、
仏
外
向
海
印
に
は
普
賢
、
普
賢
入
定

観
海
印

に
は
普
賢
と
縁
が

深

い
威
光

(こ
れ
は

『
八
○
巻
華
厳
経
』
の
訳

語
で
あ
り
、
『六
〇
巻
、
華
厳
経
』
で
は
普
荘
厳
童
子
)
と
善
財
童
子

が
捉

え
、
普
賢
出
定
在
心
中
及
現
語
言
海
印
に
は
考
流
所
目
の
機
根
が
相
当

す
る
と

い
う

(大
正
四
五

・
七
二
九
a
)。

次
に
教
判
論
を
見
る
と
、
機
根
論
と
同
様
に
第

一
重
と
第
二
重
に
お

い
て
教

は
明
示
さ
れ
な
い
が
、
第
三
重
に
は
不
共
別
教
が
、
そ
し
て
第

四
重
に
は
同
別
二
教
が
当
て
ら
れ
て
い
る

(大
正
四
五

・
七
二
九
a
)。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
不
共
別
教
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
教
と
は
共

し
な
い
す
な
わ
ち
別
教
の
み
の
世
界
と
考
え
ら
れ
、
中
国
の
華
厳
学
に

「
大
記
」
の
五
重
海
印
説
に
つ
い
て

(佐

藤
)

二
八
七
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「大
記
」
の
五
重
海
印
説
に
つ
い
て

(佐

藤
)

は
見
ら
れ
な
い
概
念
と
思
わ
れ
る
。

智
儼

は

『孔
目
章
』
「融
会
章
」
の
中

で

「
一
乗
同
別
教
義
、

依
海

印
定
起
」
(大
正
四
五

・
五
八
六
a
)
と
説
き
、
法
蔵

(六
四
三
―
七
一
二)

も

『
五
教
章
』
の
冒
頭
で

「今
将
開

釈
如

来
海
印
三
昧

一
乗
教
義
」

(大
正
四
五

・
四
七
七
a
)
と
述
べ
る
よ
う
に
、
中
国

の
華
厳
学
で
は
海
印

三
昧
と
と
も
に
同
別
が
並
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ

「大
記
」
で

は
別
教

だ
け

の
世
界
が
構
想
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う

か
。
『法
界
図
』
を

見
る
と
、
第
十
九
句
に

「能
人
海
印
三
昧
中
」
の

一
句
が
あ
り
、
こ
こ

に
同
別

二
教
を
相
当
さ
せ
る
の
は
中
国
の
華
厳
学
に
沿

っ
た
考
え
で
あ

る
。
そ
れ
以
前
の
自
利
行
と
り
わ
け
普
賢

に
相
当
す
る
教
を
ど
う
設
定

す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
自
利
行
の
中
の
縁
起
分
に
別
教
の
み

の
世
界

を
構
想
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
海
印
三
昧
を
結

節
点
と
し
て
、
前
に
は
自
内
証
か
ら
続
く
別
教
だ
け

の
世
界
が
あ
り
、

ま
た

「大
記
」
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
後
に
は
所
流
所
目
の
機
根

に
応
じ

て
行
く
同
教
の
世
界
が
展
開
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
不
共
別
教
は
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
か
ら
教
が
流
出
す
る
と
い

う
基
本
構
想
の
も
と
に

『
法
界
図
』
を
解
釈
す
る
中
で
要
請
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
不
共
別
教
と
い
う
別
教
だ
け
の
世
界
は

「大
記
」

だ
け
の
説
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

五

無
住
に
つ
い
て

不
共
別
教
と
い
う
概
念
は

「大
記
」

の
中
で
、

「
不
共
無
住
別
教
」
(同

・
七
二
九
b
)、
「
普
賢
無
住
別
教
」
(同
・
七
五
三

a
)、
「
縁
起
無
住
別
教
」

(同

・
七
五
四
b
)、
「教
分
無
住
別
教
」

(同
・

二
八
八

七
五
四
c
)
と
い
う
名
で
も
登
場
す
る
。
「無
住
」
と
い
う
言
葉
が
共
通

し
て
現
わ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

こ
の
無
住
と
い
う
言
葉
に
着
目
す
る
と
、
義
湘
の
直
弟
子
で
あ
る
表

訓
が

『法
界
図
』
が
解
釈
し
た
五
観
釈
中
、
「大
記
」
の
第
三
重
海
印
に

相
当
す
る
箇
所
が
無
住
観
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
想
起
さ
れ

る

(同

.

七
二
〇
c
―
七
二
一

b
)。
ま
た

『叢
髄
録
』
中
、
「真
記
」
に
は

「無
住

法
性
」
(同

・
七
二一
c

)、
「法
記
」
に
は

「
一
乗

無
住
本
法
」
(同

・
七

二
〇
a
)
と
い
う
形
で
現

わ
れ
、

ま
た
均
如

の

『法
界
図
』
注
釈
に
も

「無
住
縁
起
」
(韓
仏
全
四

・
一
七
c
)
な
ど
の
形
で

「無
住
」
と
い
う
言

葉
が
高
い
教
え
を
指
し
示
す
も

の
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
こ

と

に
よ

り
、
無
住
は
義
湘
の
系
統
で
は
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

六

ま
と
め

「大
記
」
は
朝
鮮
華
厳
の
中
で
伝
承
さ
れ
て
き

た

五
重

海
印
説
を

『
法
界
図
』
と
重
ね
て
解
釈
し
、
機
根
や
教
判
を
も
加
味
し

つ
つ
体
系
を
構
築
し
た
。
そ
の
根
は
果
上
現

の
法
門
か
ら
の
教
の
流
出

の
過
程
で
あ
り
、
そ
の
中
で
不
共
別
教
な
い
し
無
住
別
教
な
ど
の
独
特

の
概
念
を
生
み
出
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
五
重
海
印
と
と
も
に
伝
承
さ

れ
て
き
た
朝
鮮
華
厳
教
学
を
総
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
看
取
す
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

朝
鮮
華
厳
、
義
湘
、
『法
界
図
記
叢
随
録
』

(東
洋
大
学
大
学
院
)
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